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現
在
、阿
賀
野
川
流
域
全
体
を
舞
台
に

展
開
す
る「
阿
賀
野
川
え
〜
と
こ
だ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と「
阿
賀
野
川
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
構
想
」。こ
の
２
つ
の
流
域
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
車
の
両
輪
の
よ
う
に

進
め
な
が
ら
、流
域
の
様
々
な
団
体
と
数

多
く
の
交
流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
く

過
程
で
、「
泥
漬
け
」「
蒸
し
か
ま
ど
」な

ど
、魅
力
的
な〈
大
河
と
大
地
の
恵
み
〉を

流
域
各
地
で
発
掘
で
き
た
こ
と
は
予
想

外
の
成
果
で
し
た
。さ
ら
に
、こ
う
し
た

流
域
独
自
の
様
々
な
郷
土
食
や
食
材
を

一
つ
の
お
膳
の
中
に
集
め
た「
豪
華
な
粗

食
」は
、流
域
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の

人
々
か
ら
共
感
を
得
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

当
初
、「
流
域
の
過
去
や
現
状
に
向
き

合
う
」方
向
性
を
重
視
し
て
い
た
流
域
再

生
の
動
き
も
、次
第
に「
流
域
の
未
来
を

考
え
る
」段
階
へ
と
進
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
際
に
重
要
な
の
が
、地
域
や
業
種
の

垣
根
を
越
え
た
広
域
連
携
を
深
め
る
交

流
で
、お
互
い
の
地
域
資
源
を
活
か
し
合

う
取
組
が

を
握
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、こ
う
し
た
変
化
を
踏
ま
え

て
先
月
開
催
さ
れ
た
地
域
再
発
見
講
座

の
様
子
や
こ
れ
ま
で
の
流
域
連
携
の
取

組
な
ど
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

流
域
全
体
の
力
を
高
め
る「
阿
賀
野
川

ブ
ラ
ン
ド
」を
広
域
連
携
か
ら
紡
ぎ
出
す

阿賀野川流域の未来は広域連携が鍵を握る

阿賀野川流域の郷土食が集う「豪華な粗食」（※五泉市土堀の坂田家住宅にて撮影）

※この情報誌は環境省の補助を受けて新潟県が発行しています。

阿賀野川え～とこだより  第９号

　第９号はいかがでしたでしょうか？ 
　平成２５年２月に松浜・横越を会場に開催された地域再
発見講座は、どの会場も地元の方々のご参加を中心に大変
な盛況となりました。これもひとえに、阿賀野川の下流域
を中心とした多くの地元の方々や様々な団体からご協力
いただいた賜物だと考えており、深く感謝申し上げます。
　また、今年度は、阿賀野川流域の温泉・旅館の方々が中心
となり、流域独自の郷土食や食材を提供する事業者の方々
との交流が進んだ１年でもありました。平成２５年度も引
き続き、流域を舞台に活躍する様々な団体との交流の輪を
少しずつ広げていきたいと考えています！

パネルパネル
巡回中巡回中

※写真はイメージです。「豪華な粗食」は一般社団法人あがのがわ環境学舎の登録商標です。

かつて大河と街道が交差する要衝として、人々が賑やか
に行き交った阿賀野川下流域の松浜・横越。
戦後も発展を続ける中、新潟水俣病が表面化した昭和 40
年代を境に、地域社会は急速に変容を遂げていく。

ようしょう

観覧者の感想

２月から下流域の各施設で始まったパネル巡回展も、折
り返し地点に差しかかりました。まだご覧になられていな
い方は、下記のとおり開催しますので、ぜひご覧ください。

観観覧者の感想観
●後世に伝えるべきと感じた。特に小・中学生に伝え、地域に誇りを持たせたい。
●新潟水俣病は全国的に知られるようになってしまったが、現在の状況や自然の豊かさ
　などを情報発信して、阿賀野川を全国にアピールしてほしい。
●阿賀野川流域の独自の食の数 を々阿賀野川ブランドとして発信することは良いと思う。




